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杉澤均和さん（沖田面）のハウス内では、冬季間
“よかった菜”と呼ばれる小松菜を栽培していま
す。カルシウムが多く含まれており、栄養価の
高い小松菜は、年間を通して栽培されています
が、特に冬の時期は葉肉が厚くなり、やわらかく、
甘みが増して格別の味わい。手軽な料理として
も使われ「炒めてよし、茹ででよし、鍋料理の
具材によし」の存在です。

寒さしみる今が旬
まさ かず
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東委員長（左）から当選証書を受け取る工藤町長

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
１
月　

日
に
告
示

21

さ
れ
た
南
部
町
長
選
挙
は
、
現
職
の
工
藤

祐
直
氏
（　

）
の
ほ
か
に
立
候
補
の
届
け

58

出
は
な
く
、
工
藤
祐
直
氏
の
無
投
票
当
選

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
当
選
証
書
付
与
式
が
本
庁

27

舎
で
行
わ
れ
、
南
部
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
東
満
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を
受
け

取
っ
た
工
藤
町
長
は
「
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
町
発
展
の
た
め
に
公
約
を
検

証
、
確
認
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
町
民
の
声
を
聴
き
な

が
ら
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
、
誠
心
誠
意

尽
く
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
員
を
前
に
工
藤
町
長
は

「
こ
れ
か
ら
̐
年
間
、
同
じ
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
町
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

̏
期
目
と
な
る
工
藤
町
長
の
任
期
は
、

平
成　

年
̎
月　

日
か
ら
平
成　

年
̎
月

26

12

30

　

日
ま
で
で
す
。

11

工藤祐直氏が３選
南部町長選挙
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新年互礼会で工藤町長がまちづくりの方針を述べる
キャッチボール対話で施策を推進

　

工
藤
町
長
は
新
年
互
礼
会
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
。

　

町
政
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
対
話
を
大

切
に
し
、
町
民
と
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
お
互
い
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を

流
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
し
て

「
や
さ
し
く
・
み
ん
な
で
創
る
南
部
町
」

を
目
指
し
、
̓
つ
の
項
目
を
柱
に
し
て

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

馬
淵
川
河
川
整
備
の
早
期
実
現

　

東
日
本
大
震
災
や
馬
淵
川
氾
濫
に
よ

る
水
害
な
ど
の
経
験
・
教
訓
を
踏
ま
え
、

地
域
住
民
の
声
を
聴
き
、
町
、
消
防
団
、

町
内
会
な
ど
が
一
体
と
な
り
、「
地
域

力
」
を
生
か
し
た
防
災
体
制
を
築
く
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
一
刻
も
早
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
県
や
国
に
対

し
て
河
川
整
備
の
早
期
実
現
を
強
く
推

し
進
め
る
。

子
育
て
・
教
育
の
充
実

　

町
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
に
は
、

未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
必

要
。 一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
活
か
し
て
、

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
た
く
ま
し

い
南
部
っ
子
の
育
成
に
取
り
組
む
。

農
・
商
・
工
業
の
内
需
拡
大
強
化

　

開
村　

周
年
を
迎
え
る
「
達
者
村
」

10

事
業
の
推
進
や
、
新
規
就
農
者
支
援
事

業
、
地
引
地
区
・
小
泉
地
区
の
ほ
場
整

備
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
南
部
太

ネ
ギ
や
、
商
標
登
録
し
て
あ
る
南
部
達

者
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
く
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
充
実

　

̒
月
に
開
業
予
定
の
「
南
部
町
医
療

健
康
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
福
祉
の

増
進
に
努
め
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

　

部
活
動
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支

援
、
町
の
伝
統
、
文
化
を
継
承
し
て
く

た
め
、
郷
土
芸
能
の
推
進
に
努
め
る
。

生
活
環
境
整
備
の
充
実

　

１
０
０
円
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
域
整
備
や
、
災

害
対
応
に
考
慮
し
た
町
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
す
る
。

行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進

　

健
全
な
財
政
の
確
保
と
、
事
務
事
業

の
再
編
・
統
合
、
職
員
数
の
適
正
化
な

ど
、 行
財
政
改
革
を
更
に
推
進
す
る
。

新年互礼会の式典が行われた楽楽ホール
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晴れやかに大人への第一歩
南部町成人式に182人が参加し、久々に仲間と再会

　

南
部
町
成
人
式
が
１
月

　

日
、
楽
楽
ホ
ー
ル
で
開
か

12れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
２
３

７
人
（
男
性
１
２
２
人
、
女

性
１
１
５
人
）
で
、
出
席
し

た
晴
れ
着
姿
の
１
８
２
人

が
、
久
々
に
再
会
す
る
仲
間

と
喜
び
合
い
、
恩
師
か
ら
祝

福
を
受
け
な
が
ら
、
人
生
の

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
皆
さ
ん
と

同
世
代
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。
自
分
の
可
能
性
を

信
じ
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

日
々
努
力
し
、
挑
戦
を
続
け

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
ま

た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

島
守
恭
平
さ
ん
（
苫
米
地
）

と
大
久
保 
侑  
紀 
さ
ん
（
鳥

ゆ
う 
き

谷
）
さ
ん
が
「
常
に
自
分
自

身
を
磨
き
、
郷
土
や
地
域
社

会
発
展
の
た
め
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
・
中
学
生
時

代
な
ど
を
振
り
返
る
ス
ラ

イ
ド
上
映
が
行
わ
れ
、
新
成

人
は
懐
か
し
か
っ
た
子
ど

も
の
頃
の
出
来
事
を
思
い

出
し
て
い
ま
し
た
。

晴
れ
の
門
出
に
決
意
を
新
た
に

す
る
新
成
人
㊤
／
新
成
人
を
代

表
し
て
滝
田 
隆 たか 
晃 
さ
ん
（
福
田
）

あ
き

が
工
藤
町
長
か
ら
記
念
品
の
目

録
を
受
け
取
り
ま
し
た

　
「
一
生
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
を
私
達
の
手
で
」
と
、
成
人
式
の
企

画
に
取
り
組
ん
だ
８
人
の
成
人
式
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
。

　

ス
ラ
イ
ド
上
映
制
作
の
た
め
、
定
期
的
に
集
ま
り
小
・
中
学
校

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
か
ら
写
真
を
選
ん
だ
ほ
か
、
当
日
は
受
け

付
け
や
司
会
、
謝
辞
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

式
典
が
大
成
功
に
終
わ
り
、
充
実
感
あ
ふ
れ
る
実
行
委
員
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

アルバムの写真集め
には苦労しました
が、久々に友達と連
絡を取ることができ
て楽しかったです。
自分の行動に責任を
持って仕事などに挑
戦していきたいと思
います。

大久保  侑  紀  さん
ゆう き

（鳥谷）　　　　　
地元に貢献したい気
持ちを持ちながら取
り組みました。謝辞
は素晴らしい経験で
した。成人式を機
に、今後の人生を実
りあるものにし、町
に恩返ししていきた
いです。

島守 恭平 さん
（苫米地）　　　

姉の成人式を見て、
実行委員をやってみ
たいと思いました。
高校時代の写真集め
や、司会の練習は大
変でしたが、恩師や
友達に会えることが
できて、思い出にな
りました。

若本  佳  南  さん
か な

（下名久井）　　

人
生
の
節
目
で
心
に
残
る
思
い
出
を

成
人
式
実
行
委
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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スライドショーの作
成は、みんなが一生
の思い出になるよう
に取り組みました。
今後は、素晴らしい
家庭を築けるよう
に、責任感をもって
行動したいと思いま
す。

奥山  大  心  さん
たい しん

（小向）　　　　
限られた時間の中で
実行委員が集まり、
意見を出し合いなが
ら楽しく取り組むこ
とができました。こ
れもひとつの思い
出。これからは素敵
な家族を作っていき
ます。

奥山 麻未 さん
（小向）　　　　

新成人として、自覚
を持つためのきっか
けになればと思い、
参加しました。久し
ぶりに友達と会えて
とても楽しかったで
す。何事にもあきら
めず挑戦していきた
いです。

八幡  颯  さん
はやて

（麦沢）　　　
アルバムの写真集め
は大変でしたが、み
んなが喜んでくれれ
ばいいなと思いなが
ら取り組みました。
成人式は大成功で、
とても楽しく思い出
に残ることができま
した。

林  幸  世  さん
さち よ

（鳥谷）　　　
私達で成人式を成功
させようと思いなが
ら話し合いました。
スライドショーで
は、盛り上げってく
れて良かったです。
社会人になるので、
常に上を目指して頑
張ります。

水梨  吏  麻  さん
り ま

（大向）　　　　

　

今
年
の
箱
根
駅
伝
で
ア

ン
カ
ー
と
し
て
力
走
し
た

新
成
人
の
堀
合
修
平
さ
ん

（
森
越
）
が
、
式
典
終
了
後
、

工
藤
町
長
と
名
川
中
学
時

代
の
恩
師
で
あ
る
嶋
守
学

教
諭
を
訪
ね
、
出
場
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

堀
合
さ
ん
は
、　

・　

キ

23
1

ロ
に
挑
み
、
区
間　

位
の
結

14

果
。「
残
り
３
キ
ロ
で
ペ
ー

ス
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
の

で
、
最
後
の
追
い
込
み
が
必

要
」
と
、
新
た
な
課
題
を
見

つ
け
る
と
同
時
に
「
大
観
衆

の
中
で
走
る
こ
と
が
で
き

て
、
感
動
し
ま
し
た
」
と
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
成
人
式
で
は
仲

間
か
ら
祝
福
の
言
葉
に
、
更

な
る
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

合
併
後
、
初
の
箱
根
ラ
ン

ナ
ー
に
工
藤
町
長
は
「
町
と

し
て
も
名
誉
あ
る
こ
と
。 今

後
も
ケ
ガ
に
気
を
つ
け
て

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
。
堀
合
さ
ん
の
応
援
に

駆
け
付
け
た
嶋
守
教
諭
も

「
町
や
地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
中
で
、
力
を
つ
け

た
選
手
が
、
箱
根
を
走
る
の

は
感
慨
深
い
。 若
者
に
と
っ

て
も
大
き
な
励
み
に
な
る
」

と
た
た
え
ま
し
た
。

工藤町長（右）と嶋守教諭（左）と握手を交わし活躍を誓う
堀合さん

南部町から初の箱根ランナー
新成人の堀合修平さん（国士館大２年）が喜びの報告



町のニュースと情報をお知らせします
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まちの話題

全６曲を披露し会場を沸かせました

力強い音色で会場を盛り上げる
青森ワッツのホームゲームで演奏

　プロバスケットボール「青森ワッツ」の試合が行
われる八戸東体育館で12月21日、名久井小学校の
金管バンド部がオープニングアトラクションで演
奏を披露し、会場を盛り上げました。
　会場がライトアップされると、30人の部員が登
場。フォーメーションを作りながら力強い音色を
響かせ、観客から大きな拍手を浴びていました。
　キャプテンの舘野菜々美さん（６年）は、「少し
緊張したけど、みんなで楽しく演奏できたと思う」
と笑顔で話していました。

簡単な渋抜き法で町の名産品に一役

硬い柿の状態を保ち色もそのまま
渋柿の新たな渋抜き法を考案

　名久井農業高校の野田寿樹さん（２年）が、渋
柿を真空パックに入れると、約２週間で渋が抜け
ることを実証しました。これは真空パックの中で
柿が呼吸することで二酸化炭素が充満し、柿の体
内で合成される成分によって渋抜きができるとい
うもの。柿は硬い状態で色も変化しません。
　同校では、紫外線を当てて渋抜きをする方法を
実証していましたが、色が黒くなってしまうこと
が課題でした。野田さんは「渋抜きの活用法が広
がればうれしい」と話していました。

手作り作品に笑顔がこぼれる子どもたち

ドライフラワーで素敵な置物
民生委員児童委員と子どもたちが正月飾り作り

　名川地区民生委員児童委員協議会は12月23
日、同地区の子どもたちと一緒に、正月飾りの置
物を作りました。
　アートセンターめいぷる（工藤敏雄会長）会員
指導のもと、子どもたちはドライフラワーにした
ムギワラギクやマツボックリなどを、置物の土台
に差し込むと高さ約30センチの正月飾りが完
成。前田歩さん（名久井小５年）は「同じ花の色
が重ならないように、バランスよく作ることがで
きました」と喜んでいました。

色付きのキャンドルに入れ物の色も鮮やか

光の演出に歓声を上げる
諏訪ノ平駅クリスマスキャンドルナイト

　12月23日から25日まで、ＮＰＯ法人なんぶ
ねっと（四戸泰明代表）が主催する、クリスマス
キャンドルナイトが諏訪ノ平駅前で行われまし
た。
　同駅前にはツリーハウスを設置しており、参加
者は、その周辺に約200個のキャンドルを並べま
した。その後、火が灯されるとツリーハウスが輝
きクリスマスムード一色に。参加者は「きれいだ
ね」と歓声を上げながら、暗闇に浮かぶ幻想的な
光の演出を楽しんでいました。
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TOWN　TOPICS

園児の大きな掛け声が保育園内に響いていました

一緒にきねを持って餅つき
なんぶ保育園で祖父母交流会

　なんぶ保育園で１月24日、祖父母交流会が行
われ、餅つきなどで楽しい一時を過ごしました。
　同保育園前に集まった園児と家族は、一緒にき
ねを持ち「よいしょ、よいしょ」の掛け声に合わ
せながら餅つき。ついた餅は、なんぶふるさと物
産館を運営している南部七草会の会員が、食べや
すい大きさに切り分けていました。
　会食後、年長園児は手話をしながら歌を披露し
たほか「一緒に遊んでくれてありがとう」など
と、家族に感謝の気持ちを伝えていました。

会心の１本に会場からは割れんばかりの拍手

大きな声を響かせ技を決める
町剣道協会寒稽古

　１月６日から向小学校体育館で剣道寒稽古が行
われ、小、中学生約30人が技術の向上や心身の鍛
練に励みました。最終日の26日には、昇級試験を
兼ねた試合に挑み、剣士は家族らが見守る中、寒
稽古の成果を発揮。大きな声を体育館に響かせな
がら、相手に技を決めていました。
　主催した町剣道協会の福田 征  夫 会長は「普段の

ゆき お

稽古を大切にし積み重ねることで、素晴しい試合
結果がついてくる。１年間がんばりましょう」と
剣士に呼びかけました。

早朝登山会は今年で発足して40年目になりました

360度の景観を楽しむ
名久井岳早朝登山会

　毎月第３日曜日に名久井岳登山を実施している
名久井岳早朝登山会（久保久夫会長）は１月19日、
今年初の登山を行い会員らが山頂からの眺めを楽
しみました。
　この日は、７時までに法光寺の駐車場に集合し
随時出発。日の出も見え、穏やかな天候の中、雪道
を一歩一歩進みました。そして山頂の澄み切った
青空に、会員らは達成感いっぱいの表情で、360度
の景観を楽しみました。久保会長は「今後も名久井
岳の魅力を伝えていきたい」と話していました。

講師のアドバイスを受けながら剪定技術を学ぶりんご農家

高品質なりんごの収量アップへ
新春りんご剪定大会

　財団法人青森県りんご協会主催の「新春りんご
剪定大会」が１月８日、南部地区の園地で行わ
れ、県南地区から約150人が参加しました。
　工藤町長が「実りのある秋が迎えられるよう剪
定技術を高めてほしい」とあいさつ。その後４人
の講師が、わい化樹と丸葉台樹の模範剪定を行
い、樹形に気をつけながら、余分な枝を切り落と
しました。参加者は、花芽をうまく出す方法など
を質問しながら、高品質なりんごの収量アップに
向けて、剪定技術を学びました。
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「
北
国
の
い
ち
ご
狩
り
」
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
い
ち
ご
狩

り
を
来
園
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
病
気
や
害
虫
に
注
意
し
な

が
ら
入
念
に
手
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
質
の
良
い
い
ち
ご
が
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
燃
料
の
高
騰
に

と
も
な
い
、
今
ま
で
̍
月
の
中
旬
か

ら
始
め
て
い
た
い
ち
ご
狩
り
を
、
̍

か
月
遅
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に
は

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
い
ち
ご
狩
り
を
始
め
た　
10

年
前
に
比
べ
る
と
、
ハ
ウ
ス
内
で
使

用
す
る
暖
房
に
か
か
る
燃
料
の
価

格
が
お
よ
そ
̏
倍
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
例
年
ど
お

り
に
行
う
の
が
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

例
年
の
来
園
状
況
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
は
県
外
か
ら
来
ら
れ

る
人
が
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。「
雑
誌
を
見
て
き
た
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
知
っ
た
」

と
い
う
人
が
多
く
、
様
々
な
方
面
か

ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
効
果
が
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
気
温
も
低
く
路
面
の
状
況
も

悪
い
冬
期
間
に
、
遠
い
所
か
ら
来
て

い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
嬉
し
い

で
す
。

　

ま
た
、
三
沢
市
在
住
の
方
々
を
中

心
に
、
外
国
人
の
来
園
者
数
も
徐
々

に
増
え
て
い
ま
す
。
冬
の
思
い
出

作
り
と
し
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
そ
う
に
い
ち
ご
狩
り
を
体
験
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

園
内
に
は
お
よ
そ
̍
万
本
の
苗

を
植
え
て
お
り
、
多
く
の
人
を
受
け

入
れ
る
態
勢
が
整
っ
て
い
ま
す
。

品
種
は
、
少
し
固
め
の
果
肉
で
甘
味

と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
な
「
と

ち
お
と
め
」 を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　

̎
月
に
入
る
と
一
層
寒
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
温

か
く
、
快
適
に
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
冬
の

期
間
は
実
の
し
ま
っ
た
い
ち
ご
が

食
べ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
を
終
え
て
、
い
ち
ご

狩
り
に
向
け
て
の
工
藤
さ
ん
の
苦

労
や
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
が

「
北
国
の
い
ち
ご
狩
り
」
に
訪
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

文
・
農
村
交
流
推
進
課　

秋
山　

将
毅

　今回は、今月中旬から開催予定の「北国のいちご狩り」に
向けて準備を進める工藤司さん（法光寺）に、園内の様子や
いちごの生育状況、いちご狩りに向けての思いなどをインタ
ビューしました。

さまざまな出来事をお伝えします

描の57

「ベリーズ司園」園主の工藤司さん

あたたかい善意に感謝 「ふるさと納税」平成24年度の寄付状況
並びに平成25年度の活用状況　　　　　

大向会長（右）から工藤町長へ寄付金
が手渡されました

　昨年度、町にいただいた寄付金について次のとおりお知らせいた
します。
　皆さまからお寄せいただきました寄付金については、平成25年度
予算に計上し、寄付者のご意向をもとに、事業の財源として活用し
ております。今後とも町へのあたたかいご支援、よろしくお願いい
たします。

寄付金額件数活用の目的

50,000円１件地域産業の振興に関する事業

130,000円２件人材育成、教育及び文化の振興に関する事業

1,146,000円５件その他住みよい活力ある地域づくりの推進に
関する事業

1,326,000円８件合計

平成24度の寄付状況（平成25年3月31日現在）

　さくら新舞会（大向雪藏会長）
主 催 の、第14回 新 春 チ ャ リ
ティーショーが１月19日、楽楽
ホールで開かれ、同会から３万
円の寄付金をいただきました。
ありがとうございました。

問合せ　財政課（本庁舎）☎0178-84-2111
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日土金木水火月
1615141312112月10日
アクアビクス
体験教室

エアロビクス教室水中運動体験教室/町
民温泉健康法教室/水
中ウォーキング教室/
らくらくあしの運動体
験/巡 回 バ ス（Ｃ・Ｄ
コース）/太極拳教室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心者
水泳教室/やさしい
ウォーキング教室

建国記念の日小学生水泳教室/
水中運動教室/水
中ウォーキングと
水慣れ教室

23222120191817
長ぐつアイス
ホッケー大会

エアロビクス教室水中運動体験教室/
ヘルシー塾健康教室
2/巡回バス（Ａ・Ｂ
コース）太極拳教室

休館日流水健康教室/エ
アロビクス教室/
初心者水泳教室/
やさしいウォーキ
ング教室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

23月1日2827262524
エアロビクス教室水中運動体験教室/町

民温泉健康法教室/水
中ウォーキング教室/
らくらくあしの運動
体験/巡回バス（Ｃ・Ｄ
コース）/太極拳教室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/
水中運動教室/水
中ウォーキングと
水慣れ教室

9876543
赤坂イネ子
ショー

エアロビクス教室ヘルシー塾健康教室
/水中運動体験教室/
らくらくあしの運動体
験/巡回バス（Ａ・Ｂ
コース）太極拳教室

流水健康教室/エ
アロビクス教室/
初心者水泳教室/
やさしいウォーキ
ング教室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

16151413121110
アクアビクス
体験教室

エアロビクス教室水中運動体験教室/町
民温泉健康法教室/水
中ウォーキング教室/
らくらくあしの運動体
験/巡 回 バ ス（Ｃ・Ｄ
コース）/太極拳教室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/
水中運動教室/水
中ウォーキングと
水慣れ教室

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより　☎0178−84−2850
長ぐつアイスホッケー大会チーム募集

　　赤坂イネ子ショー
期日　３月９日（日）
時間　13時開演
場所　バーデハウス２階大広間
料金　1,000円（前売チケット）

　全国高校スケート・アイスホッケー選手権大会が、
１月20日から24日まで南部町などを会場に開催され、
大会期間中、宿泊施設「アヴァンセふくち」には、ア
イスホッケー競技に出場する茨城県代表の水戸啓明高
校の選手が宿泊しました。
　キャプテンの長谷川満義さん（３年）は「練習後は
温泉で汗を流し、おいしい食事で力をつけたので、悔
いの残らない試合をしたい」と話していました。

茨城県代表の選手が宿泊

　長ぐつアイスホッケーを通じて、冬期間の運動不足
解消や、健康・体力づくりの推進、参加者との交流を
図りませんか。
日時　２月23日（日）８時30分
場所　ふくちアイスアリーナ
募集チーム数　32チーム（１チーム10人以内）
参加資格　高校生以上
参加料　１チーム5,000円
募集期限　２月11日（火）
その他　代表者会議を、２月14日（金）19時から行い
ます。

夕食をとり翌日の試合に挑む選手の皆さん
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福地保育園　　☎ 0178-84-4118
２月13日　雪遊び

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時 ２月20日　お誕生会

２月27日　ひな祭り制作

２月12・19・26日
３月５日（お誕生会・お別れ会）

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

２月10・17・24日
３月３日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

なんぶ保育園　　☎ 0179-34-3034
２月13日　雪遊び

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

２月20日　ひな祭り制作

２月27日　ひな祭り・お誕生会

３月６日　お誕生会・お別れ会

２月10・12・17・19・24・26日
３月３・５日

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分～12時

チェリー保育園　　☎ 0178-76-1115
２月13日　まゆ玉飾り

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

２月20日　シール遊び

２月27日　ひな祭り制作・お誕
生会（２、３月生まれ）

３月６日　お別れ茶話会

２月10・12・17・19・24・26日
３月３・５日

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

おいでよ！子育て支援センター

放射線量測定結果（単位： μＳｖ/ｈ ）
マイクロシーベルトアワー

　問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2509 　福地保育園の子育て支援センターでは１月
16日、正月遊びを行いました。
　最初は絵かるたに挑戦。親が果物や野菜の
名前を読み上げると、子ども達は探し当て、元
気に「はい」と言いながら、うれしい表情を見
せていました。他にもコマや凧を作りながら
親子のコミュニケーションを図っていました。

絵かるたなどで正月遊び

 

測定日：１月15日（水）晴れ

土アスファルト
地面の形状

測定地点

0.0240.032ふれあい公園

0.038−−杉沢研修館

0.0240.034中央公民館

0.0260.052名川南小学校

0.0340.040町民体育館

0.0260.036元二又屯所付近

専門外来診察日

整形外科　 受付：11時30分まで

▲

２月22日（土） ９時～　　　工藤先生

予約制／受付10時
30分～10時50分先天性股関節脱臼

▲

２月22日（土）　　　　　　　工藤先生

受付：14時30分まで
初診の人は13時30分まで眼科

▲

２月12日（水） 14時～15時　木村先生▲

２月26日（水） 14時～15時　木村先生

泌尿器科　予約制

▲

２月10日（月） 13時～　　　伊藤先生▲

２月18日（火） 13時～　　　柳沢先生▲

２月24日（月） 13時～　　　伊藤先生

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険　名川病院
☎ 0178−76−2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　肛門科、アレルギー科、歯科
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ぶ
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デーレース ナイターレース

2 Ｆebruary

住之江ＧⅠ近
畿地区選手権

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
町道の清掃作業（草刈り、泥上げ）を実施する町内会に、報奨金を交付してい
ます。平成24年度は41町内会が利用しました。

常滑ＧⅠ東海
地区選手権

3 Ｍarch

名川中学校図書室１階　☎0178−76−3121

休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

天使の 柩 
ひつぎ

村山　由佳　著
潮鳴り
葉室　麟　著

はなとゆめ
冲方　丁　著

Books Selection

びわこＧⅠ周年

丸亀ＧⅠ四国
地区選手権

桐生一般戦 丸亀ＧⅢ新鋭
リーグ戦

丸亀一般戦

尼崎ＧⅢ女子

丸亀一般戦

住之江一般戦
下関ＧⅠ周年

桐生一般戦

平和島ＧⅠ関
東地区選手権

まほろ駅前狂騒曲
三浦　しをん　著

戸田ＧＩ周年 常滑ＧⅠ周年

桐生一般戦



平成26年2月平成26年2月平成26年2月平成26年2月
Friday

7
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

Thursday

14
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

13　
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

1・6　ぼたんの里

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

21　
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

20
新・雑・チラシ　名川Ａ・南部Ａ
ペットボトル　名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

２歯　ゆとりあ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

28
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

27
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

7
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

6　広報３月号発行予定日
ペットボトル　名川Ａ・南部Ａ
段ボール　名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

14
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

13　
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

３健　ゆとりあ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

　　Saturday　　 Sunday

8　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

9

15　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

16

22  鍋の日　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

23

3月1日   可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

2

8　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

9

15　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

16

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）
個・はらだ …個別接種（はらだクリニック）受付8時30分～12時、15時～18時（月・火・水・金）、8時30分～12時（木・土）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分※要予約（四種混合・ポリオ・ヒブ・肺炎球菌・三種混合）
個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分※全予防接種予約制
※接種の種類・医療機関により事前の予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178−60−7100）へお問い合わ
せください。

木

金 土 日



乳相 …乳児健康相談（H25.9～H25.11生）受付9時30分～9時50分、（H25.2～Ｈ25.4生）受付10時～10時20分
２歯 …2歳児歯科健康診査（H23.6～H23.8生）受付12時30分～12時50分
1 ・ 6 …1歳6か月児健康診査（H24.6～H24.7生）受付12時～12時15分
３健 …3歳児健康診査（H22.7～H22.8生）受付12時～12時15分
４相 …4歳児健康相談（H21.7～H21.8生）受付13時～13時20分
 

WednesdayTuesdayMonday

12
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11　建国記念の日10
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
不燃　名川Ｂ・南部Ｂ　ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

19
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
段・新　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

18
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

17　
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

26
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
雑・チラシ・古布・その他の紙
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

25
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・かわむら　ＢＣＧ
乳相　ぼたんの里

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

24
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

5
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
不燃　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

4
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

3
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

12
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

４相　ゆとりあ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

10
可燃　福地　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー

月

 可燃 …可燃物　不燃 …不燃物　粗大 …粗大ごみ　ペット …ペットボトル　新 …新聞紙　雑 …雑誌　段 …段ボール
名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

火 水



18広報なんぶちょう　２月号

　

七
戸
町
教
育
委
員
会
世
界
遺
産

対
策
室
の
小
山
彦
逸
室
長
補
佐
を

講
師
に
迎
え
「
戦
国
期
末
か
ら
近

世
初
頭
の
南
部
氏
と
津
軽
氏
の

城
」
を
演
題
に
、
南
部
ふ
る
さ
と

塾
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

３
月
１
日
（
土
）

時
間　
　

時　

分
～　

時

13

30

15

場
所　

剣
吉
公
民
館

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
３
２

34

　

一
般
家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や

事
業
所
の
タ
ン
ク
か
ら
、
灯
油
な

ど
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、
河
川
な

ど
に
流
れ
出
す
事
故
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
人
的
ミ

ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

油
の
流
出
が
発
生
す
る
と
、
河

川
に
流
入
し
、
私
達
の
暮
ら
し
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

①
灯
油
を
小
分
け
す
る
時
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

②
除
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
を
防

ぐ
た
め
に
、
目
印
を
立
て
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
配
管

の
破
損
、
脱
落
や
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
の
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

④
配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期

点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
時
や
発
見
し

た
場
合
は
、 連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
設
課（
南
部
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
５
１
８

34

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健
康

16

69

な
人
に
、
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
２
月　

日
（
月
）

17

　

名
川
分
庁
舎
／
９
時　

分
～　

30

12

時

　

名
川
病
院
／　

時　

分
～　

時

13

30

16

▽
３
月　

日
（
木
）

13

　

福
地
公
民
館
／
９
時　

分
～　

30

12

時
、　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

そ
の
他　

安
全
で
責
任
の
あ
る
献

血
を
お
願
い
す
る
た
め
、
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

　

日
本
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
社
資
（
社
費

や
寄
付
金
）
で
支
え
ら
れ
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
事
業
や
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
担
う
赤

十
字
奉
仕
団
、
青
少
年
赤
十
字
の

育
成
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

２
月
は
、
日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
社
員
増
強
・
社
資
増
収
運

動
月
間
で
す
。
町
か
ら
協
力
依
頼

を
受
け
た
町
内
会
の
人
が
、
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

赤
十
字
活
動
の
普
及
、
推
進
、
資

金
確
保
の
た
め
、
社
資
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

information

対先月比

人 口
男
女
世帯数

19,890人　
9,524人　
10,366人　
7,513世帯

（-22）
 （-8）
（-14）
（+3）

南部町の人口と世帯数
（平成26年1月20日現在）

お知らせ
information

協力依頼

献
血
に
ご
協
力
を

取扱注意

油
の
流
出
に
注
意

協力依頼

赤
十
字
社
資
増
収
運
動

開催案内

南
部
ふ
る
さ
と
塾

２・３月の休日窓口開設日
平日は、予約制で18時まで窓口
を開設しています。

期日　２月15日㈯
　　　３月 １日㈯、15日㈯
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課 （南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書
の交付、印鑑登録
その他　死亡届けは、全ての庁
舎で受付けます。
問合せ　住民生活課 （南部分庁舎）
☎0179-34-2509

今月の納期
国民健康保険税（８期）
介護保険料（８期）
後期高齢者医療保険料（８期）
納期限　２月28日（金）
口座振替日　２月25日（火）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎0179-34-2586



広報なんぶちょう　２月号19

　

日
本
舞
踊
、
手
踊
り
、
詩
吟
な

ど
を
披
露
す
る
ほ
か
、
婦
人
会
に

よ
る
出
店
も
あ
り
ま
す
。

期
日　

２
月　

日
（
火
）

11

時
間　
　

時　

分
～　

時

10

10

15

場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ

問
合
せ　

町
文
化
協
会
南
部
支

部
・ 
長  
田 
鉄
也
支
部
長

お
さ 
だ

☎
０
１
７
９
・　

・
３
７
３
５

22

期
日　

３
月
２
日
（
日
）

時
間　
　

時
開
演

10

場
所　

楽
楽
ホ
ー
ル

そ
の
他　

会
場
内
は
飲
食
禁
止
で

す
が
、
名
川
中
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
を
開
放
し
ま
す
。

問
合
せ　

町
郷
土
芸
能
保
存
会
・

久
保
一
繁
会
長

☎
０
１
７
８
・　

・
２
０
７
７

76

　

唄
や
踊
り
、
演
奏
な
ど
の
発
表

会
で
す
。
福
地
支
部
、
南
部
支
部

の
会
員
も
出
場
し
ま
す
。

期
日　

３
月
９
日
（
日
）

時
間　
　

時
10

場
所　

剣
吉
公
民
館

問
合
せ　

町
文
化
協
会
名
川
支
部

事
務
局
・
浜
渡
博
光

☎
０
１
７
８
・　

・
０
７
７
７

75

　

な
ん
ぶ
読
み
聞
か
せ
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　

事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月　

日
（
日
）

23

時
間　
　

時　

分
～　

時

10

30

11

場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
３
２

34

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な

保
険
で
す
。
５
人
以
上
の
団
体
で

加
入
で
き
ま
す
。

対
象
事
故　

活
動
中
や
往
復
中
の

事
故
な
ど

補
償
内
容　

傷
害
保
険
（
通
院
、

入
院
、
後
遺
障
害
、
死
亡
）、
賠

償
責
任
保
険
、
突
然
死
火
葬
費

用
保
険

受
付
期
間　

３
月
１
日
（
土
）
～

平
成　

年
３
月　

日
（
月
）

27

30

保
険
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～

平
成　

年
３
月　

日
（
火
）

27

31

掛
金　

一
人
年
額
８
０
０
円
～

　

1
1
0
0
0
円

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青

森
県
支
部

☎
０
１
７
・
７
８
２
・
６
９
８
４

　

八
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で

は
、
三
八
地
区
の
人
を
対
象
に
、

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　

２
月　

日
（
月
）　

時

10

20

　

２
月　

日
（
木
）　

時　

分

13

13

30

　

２
月　

日
（
金
）　

時

14

10

　

２
月　

日
（
日
）
８
時

16

場
所　

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
傷

害
保
険
料
５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
ボ

ウ
リ
ン
グ
事
務
局

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
２
２

45

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

は
、
不
用
品
と
な
っ
た
備
品
を
修

理
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
再
生
品
を
抽
選
し
、
低
価

格
ま
た
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
９
日
（
日
）

申
込
方
法　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

引
取
期
間　

２
月　

日
（
土
）
～

15

　

日（
日
）。
当
選
は
が
き
と
代

23金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
９
６

７０

公共工事契約状況（12月12日入札）　　　　　　　　　　　問合せ　財政課　（本庁舎）☎0178-84-2111

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名

自：25年12月17日
至：26年 3月15日5,670,000円㈱森田建設苫米地地区

沖田面地区
南部町役場本庁舎・南部分庁舎水
洗トイレ改修工事

自：25年12月17日
至：26年 3月20日11,959,500円㈲石橋工業下名久井地区南部町医療センター公用車車庫

建設工事

開催案内

舞
踊
の
祭
典

提供案内

再
生
品
を
提
供

開催案内

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

加入案内

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

開催案内

お
は
な
し
会

参加募集

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室

開催案内

郷
土
芸
能
保
存
会
発
表

大
会
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町営市場の販売状況 （平成25年12月16日～平成26年1月15日）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

119 147 2,169 14,780 ふじ （りんご）
120 168 111,538 662,613 サンふじ （りんご）
107 157 1,597 10,190 着色ふじ （りんご）
93 123 16,254 132,222 王林 （りんご）
51 122 1,206 9,919 紅玉 （りんご）
52 84 719 8,597 金星 （りんご）
130 145 1,915 13,178 シナノゴールド （りんご）
142 258 3,941 15,256 ゴボウ
108 228 1,970 8,646 土付ごぼう
40 115 2,704 23,560 赤かぶ
144 161 658 4,080 長人参
47 74 340 4,580 白　菜
36 113 1,203 10,628 キャベツ
197 216 5,408 24,984 ね　ぎ
90 98 1,333 13,658 土ねぎ
617 564 1,993 3,530 ほうれん草
893 786 760 967 シイタケ
397 578 7,037 12,180 干　柿
6,005 8,665 2,071 239 干　菊

※冷え込みが厳しいので、シートなどで運搬時の凍結防止に努めて
ください。
●休場日
　２月9日㈰、11日㈫、16日㈰、19日㈬、23日㈰、26日㈬
　３月2日㈰、5日㈬、9日㈰、12日㈬、16日㈰、21日㈮、
　　　23日㈰、26日㈬、30日㈰

国民年金保険料免除・納付猶予制度

　所得が少ないなど、国民年金保険料を納める
ことが経済的に困難な場合には、保険料の納付
が「免除」または「猶予」される制度があります。
申請は、各庁舎の窓口で行うことができます。
①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以
下の場合に、保険料の納付が全額免除または一
部免除となります。
　なお、一部免除については、一部納付保険料
を納付しないと未納期間となりますので、必ず納
付してください。
②若年者納付猶予申請
　30歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が
一定額以下の場合に、申請手続きをすることによ
り、保険料の納付が猶予されます。
※学生の場合は、学生納付特例制度を利用する
ことができます。（①、②は申請できません。）
※全額免除・納付猶予を受けられた人が、翌年度
以降引き続き、全額免除・納付猶予の承認を希
望する場合は、翌年度から申請が不要になりま
す。（ただし、失業などを理由とした特例など
で免除された場合は、翌年度も申請が必要に
なります。）

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

「広報なんぶちょう」を会社やお店の宣伝に利用してみませんか

　町では、新たな財源を確保するとともに、町民
サービスの向上と地域の活性化を図るため、「広
報なんぶちょう」に有料広告を掲載します。
　以下のとおり、掲載する広告を募集しますの
で、会社やお店の宣伝にご利用ください。
掲載枠及び料金
掲載位置は、お知らせページの最下段です。▲

掲載枠①　１段を活用（4.5㎝×17.6㎝）
　20,000円▲

掲載枠②　１段の1/2を活用（4.5㎝×8.8㎝）
　10,000円▲

掲載枠③　１段の1/3を活用（4.5㎝×5.8㎝）
　6,000円
問合せ
総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

広告掲載のイメージ

この位置に掲載

掲載枠① 掲載枠② 掲載枠③
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☎
０
１
７
６
・　

・
４
１
２
1

53

　

平
成　

年
４
月
採
用
の
予
備
自

27

衛
官
補
（
一
般
）
を
募
集
し
ま
す
。

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

資
格　

平
成　

年
４
月
１
日
現

26

在
、　

歳
以
上　

歳
未
満

18

34

受
付
期
限　

４
月
３
日
（
木
）

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
五
十

嵐
久
一
会
長
）
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
は　

歳
以
上
で
す
。

60

健
康
増
進
や
奉
仕
活
動
な
ど
、
仲

間
と
楽
し
い
生
き
が
い
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
７
８
・　

・
２
６
６
２

76

　

１
年
間
の
学
習
成
果
を
披
露
す

る
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
２
日
（
日
）

時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

12

30

15

30

場
所　

中
央
公
民
館

問
合
せ　

中
央
公
民
館

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
２
３

76

　

町
文
化
協
会
名
川
支
部
に
、
名

川
カ
ラ
オ
ケ
研
究
会
が
新
た
に
加

入
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
唄
に
興
味

が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

名
川
カ
ラ
オ
ケ
研
究
会

代
表
・
出
町
勝

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
０
５

75

期
日　

３
月
８
日
（
土
）

時
間　
　

時
開
演

15

場
所　

三
沢
市
公
会
堂

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
で
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
入
場

希
望
人
数（
１
枚
で
２
人
ま
で
）

お
よ
び
演
奏
会
を
知
っ
た
理
由

を
記
入
し
て
、
２
月　

日
（
金
）

14

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
問
合
せ　

〒
０
３
３−

８
６
０
４　

航
空
自
衛
隊
北
部

航
空
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
係

一
次
試
験
日　

４
月　

日
（
土
）

12

か
ら　

日
（
火
）
間
の
１
日

15

問
合
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・　

・
１
９
２
０

45

　

は
ち
の
へ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
様
々
な
悩
み

を
抱
え
た
若
年
無
業
者
（　

歳
か

15

ら　

歳
位
）
や
、
保
護
者
を
対
象

39
に
、 無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

２
月　

日
（
火
）

18

時
間　
　

時
～　

時

13

17

場
所　

名
川
分
庁
舎

問
合
せ　

は
ち
の
へ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
７
８
・　

・
８
５
８
２

51

編集後記
　今年の出初式は、いつもより厳

しい寒さでした。かじかんだ手

で、シャキッとした団員の表情を

撮影。災害時の迅速な行動に頼も

しさを感じつつ、平穏な１年であ

りますように。 【oga】

加入案内

町
老
人
ク
ラ
ブ

採用試験

予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

応募案内

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空

音
楽
隊
定
期
演
奏
会

南部幼稚園を休園します

　平成26年度の南部幼稚園の園児
募集をしたところ、申込者が10人
未満と、望ましい集団での幼児教
育が難しいため、来年度は南部幼
稚園を休園することになりました。
問合せ　学務課（南部分庁舎）
☎0179-34-2587

加入案内

名
川
カ
ラ
オ
ケ
研
究
会

開催案内

無
料
相
談
会

開催案内

趣
味
の
教
室
発
表
会

行政相談・人権相談

日時　３月６日（木）13～15時
場所　中央公民館、福地公民館、
南部公民館
問合せ
渇行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
渇人権相談は住民生活課（南部分
庁舎）☎0179-34-2509

申告はお早目に

　確定申告の時期になりました。
早目の申告と納期限までの納付を
お願いします。
申告所得税および復興特別所得税
渇納期限／３月17日（月）
渇振替日／４月22日（火）
消費税および地方消費税（個人事
業者）
渇納期限／３月31日（月）
渇振替日／４月24日（木）
贈与税
渇納期限／３月17日（月）
問合せ　八戸税務署
☎0178-43-0141
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施
行
を
議
決
し
た
。

※
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災

害
復
旧
は
、
春
の
農
作
業

に
支
障
の
な
い
よ
う
進
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

■
大
字
下
名
久
井
字
田
端
外

　

字
財
産
区
管
理
会
委
員

17̓
名
の
選
任
に
同
意

▽
坂
本　

泰
伸 
氏 （
五
日
市
）

　

田
中　

省
平 
氏 （
五
日
市
）

　

工
藤　

市
朗 
氏 （
下
名
久
井
）

　

工
藤　

忠
治 
氏 （
下
名
久
井
）

　

山
路　

一
郎 
氏 （
五
日
市
）

　

高
森　

直
樹 
氏 （
五
日
市
）

　

松
村　

純
一 
氏 （
下
名
久
井
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

２
名
の
推
薦
に
同
意

▽
松
尾　

敏
治 
氏
（
大　

向
）

　

滝
田　

康
雄 
氏
（
片　

岸
）

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

25

正
予
算
（
第
̑
号
）

▽
歳
出
の
主
な
補
正
は
、
減

債
基
金
積
立
金
に
４
億
５

千
万
円
、
滞
納
整
理
機
構

台
風　

号
の
農
地
等
災
害
復
旧
事
業

18

の
施
行
、
補
正
予
算
を
可
決
。

負
担
金
１
３
０
万
円
、
社

会
福
祉
協
議
会
補
助
金
に

１
５
８
万
４
千
円
、
名
川

病
院
負
担
金
１
億　

万
６

65

千
円
、
大
向
後
渡
地
区
の

道
路
整
備
設
計
業
務
に
１

４
５
万
円
、
農
地
や
農
業

施
設
、
町
道
な
ど
災
害
復

旧
費
に
１
億
７
千
５
４
７

万
６
千
円
を
追
加
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

固
定
資
産
税
１
億
３
千　
47

万
７
千
円
、
地
方
交
付
税

̎
億
６
千
６
８
１
万
６
千

円
、 国
の「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
｣
１
億
̎
千
６

５
５
万
６
千
円
を
追
加
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
合

計
６
億
９
千
７
９
０
万
６

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
１
０
５
億
４
千
１
９

４
万
９
千
円
と
し
た
。

■
平
成　

年
度
国
民
健
康
保

25

険
名
川
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
̍
号
）

▽
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
｣
の
交
付
に
伴
い
、
医

療
機
器
購
入
の
財
源
を
企

業
債
か
ら
一
般
会
計
出
資

金
に
組
み
替
え
た
。

　

第　

回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、
条
例
の
一
部
改

54

正
及
び
廃
止
、
土
地
改
良
事
業
の
施
行
、
人
事
案
件
、
平
成　

年
度
各
会

25

計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
̔
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

の
被
害
者
を
追
加
し
た
。

■
チ
ェ
リ
リ
ン
村
の
老
朽
化

施
設
を
撤
去

▽
老
朽
化
し
た
ア
ス
レ

ウ
ォ
ー
ズ
な
ど
を
撤
去
す

る
た
め
、
観
光
施
設
条
例

か
ら
使
用
料
を
除
外
し
た
。

■
二
又
地
区
簡
易
水
道
事
業

の
廃
止

▽
簡
易
水
道
事
業
が
平
成　
26

年
４
月
か
ら
八
戸
圏
域
水

道
企
業
団
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
合
わ
せ
、
関
係
条

例
・
会
計
を
廃
止
し
た
。

■
苫
米
地
橋
の
町
道
除
外

▽
度
重
な
る
水
害
で
廃
止
し

■
町
税
外
諸
収
入
滞
納
金
督

促
手
数
料
の
引
き
下
げ

▽
町
税
以
外
の
諸
収
入
（
使

用
料
な
ど
）
に
係
る
滞
納

金
督
促
手
数
料
を　

・　
10

95

％
か
ら
７
・
３
％
に
引
き

下
げ
る
た
め
、
条
例
を
一

部
改
正
し
た
。

■
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
▽
入
居
者
資
格
と
し
て
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者

に
加
え
、
本
拠
を
共
に
す

主
な
議
案

た
苫
米
地
橋
（
吊
り
橋
）

部
分
を
町
道
か
ら
除
外

し
、
新
た
な
路
線
名
を

「
苫
米
地
橋
跡
線
」
と
し

た
。

■
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
の
施
行

▽
台
風　

号
で
被
災
し
た
農

18

地
や
農
業
用
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
、
①
農

地
９
件（
梵
纏
地
区
ほ
か
）

②
道
路
１
件
（
杉
沢
森
地

区
）
③
揚
水
機
̎
件
（
桜

場
地
区
ほ
か
）
④
た
め
池

１
件
（
沢
構
地
区
）
⑤
水

路
̎
件（
斗
賀
河
原
ほ
か
）

に
係
る
土
地
改
良
事
業
の

第　

回
南
部
町
議
会
定
例
会　
　

月　

日 
～ 　

月
̑
日

54

11

29

12
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 　矯 主な議案（第54回定例会）、議案に対する主な質疑
■
看
護
師
等
の
夜
勤
労
働
改

善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る

陳
情

 
【
陳
情
者
】　

青
森
県
医
療

労
働
組
合
連
合
会　

執
行

委
員
長　

山
本
公
行
氏

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

看
護
師

等
労
働
環
境
の
改
善
と
医

師
、
看
護
師
等
の
大
幅
増

員
で
安
全
な
医
療
確
保
を

す
る
た
め
、
国
等
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
審
査
結
果
は
不

採
択
。
現
状
で
町
立
名
川

病
院
の
勤
務
体
制
に
問
題

が
な
く
、
過
度
な
人
件
費

増
と
な
る
た
め
賛
成
少
数

で
否
決
（
不
採
択
）
し
た
。

■
「
介
護
保
険
制
度
改
革
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

 
【
陳
情
者
】　

青
森
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会　

会
長

大
竹
進
氏

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

政
府
が

進
め
る
介
護
保
険
制
度
改

革
は
、
利
用
者
負
担
の
増

額
や
給
付
要
件
の
限
定
な

ど
、
地
方
自
治
体
へ
の
責

任
転
嫁
と
な
る
た
め
、
中

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
審
査
結
果
は
不

採
択
。
政
府
の
改
革
案
は

制
度
を
存
続
さ
せ
る
方
策

だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

賛
成
少
数
で
否
決
（
不
採

択
）
し
た
。

■
陳
情
２
件
に
賛
成
す
る
討

論
▽
医
療
現
場
の
深
刻
な
人
手

不
足
を
解
消
し
、
医
療
の

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

看
護
師
等
の
夜
勤
労
働
改

善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る

陳
情
を
可
決
し
た
い
。

▽
政
府
の
介
護
保
険
制
度
改

革
は
、
負
担
増
と
対
象
制

限
な
ど
介
護
問
題
の
よ
り

一
層
の
深
刻
化
を
招
く
た

め
、「
介
護
保
険
制
度
改

革
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
を
可
決
し
た
い
。

　
（
立
花
寛
子
議
員
）

陳
情
に
対
す
る
討
論

  
矯
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

■
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

 
【
問
】　

暴
力
を
受
け
て

い
る
被
害
者
の
認
定
は

ど
の
よ
う
な
形
で
行
う

の
か
。（

夏
堀
文
孝
議
員
）

 
【
建
設
課
長
答
弁
】　

一

時
保
護
や
保
護
命
令
な

ど
を
行
う
、
婦
人
相
談

所
や
婦
人
保
護
施
設
、

裁
判
所
の
認
定
・
判
断

に
よ
る
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

 
【
問
】　

鉄
道
の
固
定
資

産
税
̍
億
̏
千
万
円
は

単
年
度
分
か
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

 
【
税
務
課
長
答
弁
】　

新

幹
線
に
対
す
る　

年
間

10

の
特
例
軽
減
措
置
が
終

わ
り
、
単
年
度
分
の
固

定
資
産
税
と
し
て
収
納

し
た
。

 
【
問
】　

名
川
病
院
で
購

入
す
る
医
療
機
器
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

 
【
名
川
病
院
事
務
長
答

弁
】　

Ｃ
Ｔ
及
び
Ｘ
線

テ
レ
ビ
装
置
な
ど
の
検

査
機
器
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
、
手

術
用
ベ
ッ
ド
な
ど
約　
20

品
目
の
購
入
を
予
定
。

 
【
問
】　

最
近
、
業
者
の

辞
退
等
で
町
の
入
札
が

不
調
と
な
る
場
合
が
多

い
が
原
因
は
。

　
　

ま
た
、
年
度
内
計
画

に
影
響
は
あ
る
か
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

 
【
財
政
課
長
答
弁
】　

公

共
工
事
の
増
、
消
費
税

引
き
上
げ
前
の
駆
け
込

み
に
よ
る
民
間
工
事
の

増
、
被
災
地
工
事
の
本

格
化
に
よ
る
技
術
者
の

不
足
な
ど
が
不
調
の
原

因
。

　
　

不
調
と
な
っ
た
後
は

速
や
か
に
指
名
業
者
や

予
定
価
格
を
見
直
し
、

指
名
審
査
会
を
経
て
、

再
入
札
に
努
め
て
い

る
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
年
度
内

の
計
画
に
影
響
は
な

い
。

 
【
問
】　

値
上
げ
に
よ
る

光
熱
水
費
の
増
額
と
し

て
学
校
関
係
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
が
、
他

の
施
設
は
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 
【
財
政
課
長
答
弁
】　

学

校
以
外
の
施
設
は
既
決

予
算
の
範
囲
内
で
間
に

合
う
見
込
み
。

　
　

学
校
は
施
設
数
が
多

く
、
不
足
が
予
想
さ
れ

る
た
め
補
正
し
た
。

 
【
問
】　

馬
淵
川
の
水
害

対
策
だ
が
、
国
の
計
画

は
平
成　

年
の
水
害
を

19

基
に
、
八
戸
市
街
を
中

心
と
す
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

 
【
町
長
答
弁
】　

そ
の
計

画
は
未
確
認
だ
が
、
国

管
理
の
河
口
か
ら
上
流

　

㌔
㍍
部
分
の
計
画
だ

10と
思
う
。

　
　

そ
の
た
め
、
馬
淵
川

中
下
流
域
一
体
の
国
管

理
を
要
望
す
る
。

　
　

現
在
の
計
画
で
完
結

で
は
な
く
、
１
期
計
画

と
捉
え
、
̎
期
計
画
で

更
な
る
河
川
改
修
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
し
っ

か
り
と
訴
え
た
い
。

河川の改修工事 （名川地区虎渡、 名川大橋から）
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質　

問　

中
学
校
の
海
外

研
修
に
多
く
の
生
徒
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
定
員
の

拡
大
や
自
己
負
担
の
分
割

払
い
な
ど
さ
ら
な
る
支
援

を
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

研
修
経
費
は

１
人
約　

万
円
で
３
分
の

30

１
の
約
９
万
円
を
保
護
者

か
ら
負
担
い
た
だ
く
。

　

定
員
は
、
合
併
当
初　
30

人
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の

生
徒
に
経
験
さ
せ
た
い
た

め　

人
に
拡
大
し
た
。

40
教
育
長
答
弁　

中
学
生
海

外
研
修
事
業
の
募
集
定
員

は
、
平
成　

年
か
ら
平
成

19

　

年
ま
で
が　

人
で
、
こ

24

40

の
間
の
生
徒
の
平
均
は　
34

人
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
研
修
先

を
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
州

か
ら
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
に
変
更
し
、　

人
34

の
生
徒
が
異
国
の
文
化
や

歴
史
を
肌
で
感
じ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
生
き
た
英
語

を
学
ん
だ
。

　

平
成　

年
か
ら
５
年
間

25

で
は
中
学
̎
年
生
の
生
徒

数
が
１
７
０
人
程
度
で
推

移
す
る
た
め
、
̎
割
程
度

の　

人
を
定
員
と
し
て
継

35
続
実
施
し
た
い
。

　

自
己
負
担
金
は
、
こ
れ

ま
で
出
発
前
に
一
括
し
て

納
入
い
た
だ
い
た
が
、
議

員
ご
提
案
の
分
割
払
い
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
研
修

時
期
を
夏
休
み
と
し
て
い

た
が
、
部
活
動
の
大
会
と

か
ち
合
う
た
め
、　

月
下

10

旬
に
変
更
し
た
。

　

今
後
も
広
い
視
野
と
国

際
感
覚
豊
か
な
生
徒
の
育

成
に
努
め
た
い
。

質　

問　

住
民
が
安
心
で

き
る
生
活
確
保
の
た
め
、

河
川
の
改
善
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

町
長
答
弁　

馬
淵
川
の
改

善
は
、
平
成　

年
９
月
の

25

定
例
会
で
河
道
掘
削
工
事

の
洪
水
被
害
軽
減
効
果
の

検
証
、
法
師
岡
狭
窄
部
の

改
善
な
ど
根
本
的
な
改
善

と
国
に
よ
る
一
体
管
理
を

要
望
す
る
と
答
弁
し
た
。

　

そ
の
後
、
台
風　

号
で

18

̎
年
前
と
同
じ
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
た
め
、
県
議

会
建
設
委
員
会
と
合
同
で

県
・
国
関
係
機
関
や
県
選

出
国
会
議
員
に
対
し
、
河

川
狭
窄
部
の
整
備
や
堤
防

高
の
見
直
し
、
国
に
よ
る

一
体
管
理
、
地
域
住
民
と

の
意
見
交
換
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
た
。

　

現
在
は
、
床
上
浸
水
対

策
特
別
緊
急
事
業
を
̎
年

前
倒
し
、
平
成　

年
度
完

27

了
す
る
計
画
で
進
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

先
般
、
国
の
今
年
度
予

算
に
３
億
円
の
追
加
補
正

が
認
め
ら
れ
た
旨
の
連
絡

を
受
け
た
。

　

幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ

れ
る
馬
淵
川
の
氾
濫
で
、

地
域
住
民
の
不
安
は
募
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　

馬
淵
川
中
流
域
は
、
県

管
理
で
あ
る
が
、
多
額
の

工
事
は
県
の
予
算
で
も
難

し
く
、
当
然
、
町
の
予
算

で
は
で
き
な
い
。

　

本
来
、
一
級
河
川
の
管

理
は
国
が
担
う
も
の
と
考

え
る
た
め
、
住
民
の
生
活

と
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
河
川
改
修
の
早

期
完
成
に
向
け
、
今
ま
で

以
上
に
取
り
組
み
た
い
。

 　矯 一　般　質　問

工藤 幸子 議員

社会科授業と体験学習
馬淵川の河川改善 一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

馬
淵
川
の
改
善

計
画
は

さ
ら
に
多
く
の

中
学
生
を
海
外

研
修
に

冠水した県道（南部地区大向）

バンクーバー市で現地の生徒と交流
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で
の
買
い
物
客
減
少
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
補
助
や
住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
よ
り
、

経
済
波
及
効
果
と
雇
用
促

進
を
期
待
す
る
。

　

頑
張
る
事
業
主
が
工
夫

し
て
経
営
で
き
る
よ
う
商

工
会
と
相
談
し
た
い
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
下
で

あ
る
が
、
雇
用
創
出
に
向

け
、
県
や
近
隣
市
町
村
と

連
携
し
、
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
る
。

質　

問　

国
の
コ
メ
政
策

の
転
換
が
町
生
産
者
に
及

ぼ
す
影
響
と
課
題
は
。

町
長
答
弁　

昭
和　

年
か

17

ら
コ
メ
の
価
格
維
持
政
策

が
開
始
さ
れ
、
昭
和　

年
45

に
減
反
政
策
が
開
始
、
現

在
は
経
営
所
得
安
定
対
策

と
し
て
生
産
調
整
を
ク
リ

ア
し
た
生
産
者
に
対
し　
10

㌃
あ
た
り
１
万
５
千
円
が

交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

県
及
び
関
係
機
関
と
連
携

し
て
町
内
の
意
欲
的
な
生

産
活
動
を
支
援
し
た
い
。

　

町
で
は
、「
南
部
達
者

米
」の
商
標
登
録
を
取
り
、

南
部
町
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
委
員
会
で
検
討
し
、

南
部
町
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
た
い
。

質　

問　

空
き
地
へ
の
対

策
や
南
部
芸
能
伝
承
館
、

「
す
ぱ
ー
く
名
川
」の
活
用

率
と
名
川
中
学
校
図
書
室

の
利
用
状
況
及
び
図
書
の

充
足
状
況
は
。

町
長
答
弁　

町
有
の
さ
ら

地
は
公
募
に
よ
る
売
却
を

基
本
と
し
て
管
理
す
る
。

　

南
部
芸
能
伝
承
館
は
、

郷
土
芸
能
保
存
会
や
学
童

保
育
な
ど
ほ
ぼ
毎
日
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
「
す
ぱ
ー
く
名
川
」は
平

成　

年
度
１
万
５
０
０
人

24
が
利
用
し
、　

％
の
利
用

40

率
で
あ
る
。

　

名
川
中
学
校
図
書
室

は
、
平
成　

年
度
で
１
万

24

８
０
０
人
が
利
用
、
図
書

数
は
̎
万
５
千
冊
、
年
６

０
０
冊
程
度
を
購
入
し
て

い
る
。

質　

問　

馬
淵
川
の
河
川

改
修
工
事
に
対
す
る
用
地

確
保
と
大
雨
災
害
常
襲
地

帯
へ
の
対
策
、
災
害
情
報

の
周
知
徹
底
は
。

町
長
答
弁　

県
の
馬
淵
川

河
川
改
修
に
係
る
用
地
買

収
は
、
一
部
、
相
続
等
で

遅
れ
て
い
る
が
、
お
お
む

ね
協
力
を
得
て
い
る
。

　

常
襲
地
帯
の
対
策
は
、

床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急

事
業
の
促
進
と
計
画
見
直

し
を
要
望
し
て
い
る
。

　

災
害
情
報
の
発
信
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話
3
社

の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
防
災

無
線
、
消
防
団
、
町
広
報

車
に
よ
り
早
期
避
難
を
お

願
い
し
た
ほ
か
、
安
否
情

報
等
を
得
る
た
め
、
郵
便

局
と
の
協
定
締
結
を
進
め

て
い
る
。

質　

問　

合
併
時
と
比
較

し
、
町
の
産
業
の
推
移
と

農
業
・
商
業
・
工
業
所
得

の
実
態
は
。

町
長
答
弁　

町
は
工
業
所

得
を
把
握
で
き
な
い
が
、

所
得
と
各
産
業
総
生
産
額

は
下
の
表
に
よ
る
。
農
業

所
得
は
霜
や
強
風
の
被
害

が
強
く
反
映
さ
れ
る
。

　

町
の
商
工
業
者
数
は
、

平
成　

年
度
末
に
７
１
９

18

人
だ
っ
た
が
、
平
成　

年
25

　

月
末
で
６
３
７
人
と

10年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

工
業
統
計
で
は
、
平
成

　

年
度
で　

事
業
所
、
８

18

42

１
９
人
の
従
業
員
が
、
平

成　

年
度
で
は
、　

事
業

23

33

所
で
７
３
９
人
と
減
少
傾

向
に
あ
る
。

質　

問　

今
後
の
各
産
業

の
課
題
と
重
点
的
な
施

策
、
雇
用
創
出
の
取
り
組

み
は
。

町
長
答
弁　

農
業
は
、
担

い
手
の
減
少
と
高
齢
化
に

よ
る
労
働
力
低
下
と
耕
作

放
棄
地
増
加
、
価
格
の
低

迷
が
課
題
で
あ
る
。

　

重
点
施
策
と
し
て
、
生

産
基
盤
の
整
備
、
担
い
手

育
成
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
、
農
地
集
積
、
地

産
地
消
な
ど
を
町
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
で

展
開
す
る
。

　

雇
用
対
策
は
、
新
規
就

農
者
支
援
事
業
と
青
年
就

農
給
付
金
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

　

商
工
業
は
、
地
元
商
店

 　矯 一　般　質　問

中舘 文雄 議員

南部町の農業・商業所得額と産業別総生産額の推移　（単位：万円）
３次産業
総生産

２次産業
総生産

１次産業
総生産商業所得農業所得※総生産は

年度で集計
284億7千61億3千55億7千－－平成18年

－－－7億7千4億9千平成19年

－－－7億1千2億6千平成20年

－－－8億8千1億8千平成21年

267億3千52億2千58億7千8億3千4億　 平成22年

－－－8億5千3億4千平成23年

防
災
対
策

各
産
業
の
課
題

と
重
点
政
策

コ
メ
政
策
転
換

と
町
の
課
題

町
有
地
や
施
設

の
活
用
状
況

町
の
産
業
振
興

の
実
態
は

産
業
と
雇
用
政
策
、

　
　
　

コ
メ
政
策
の
課
題
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質　

問　

安
倍
政
権
の
農

政
改
革
で
農
家
、 自
治
体
、

地
域
の
受
け
る
影
響
は
。

町
長
答
弁　

主
食
用
米
の

経
営
所
得
安
定
対
策
関
係

で
国
か
ら
町
に
対
す
る
交

付
額
等
は
、
平
成　

年
度

24

実
績
で
申
請
３
２
７
件
、

約
２
千
８
８
０
万
円
。

　

見
直
さ
れ
た
場
合
、
交

付
額
が
直
接
、
農
家
に
影

響
し
、
自
治
体
の
農
業
所

得
に
影
響
す
る
と
考
え

る
。

質　

問　

町
の
農
業
政
策

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

町
長
答
弁　

現
在
、
国
の

農
業
政
策
が
詳
細
に
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
従
来
の

経
営
感
覚
に
優
れ
た
効
率

的
か
つ
安
定
的
な
経
営
体

が
農
業
を
担
う
構
造
の
確

立
を
進
め
る
も
の
と
思

う
。

　

今
後
、
国
の
動
向
に
注

視
し
、
県
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
た
い
。

　

町
で
は
、
南
部
町
産
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

た
め
、
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
た
ほ
か
、
農
業
基

盤
強
化
の
た
め
に
ほ
場
整

備
を
進
め
る
。

　

コ
メ
の
生
産
に
つ
い
て

統
一
し
た
基
準
を
設
け
る

な
ど
、
コ
メ
農
家
の
意
欲

向
上
に
つ
な
が
る
事
業
も

展
開
し
た
い
。

質　

問　

災
害
に
対
し
、

住
民
が
早
め
の
避
難
や
準

備
体
制
を
整
え
る
た
め
の

働
き
掛
け
と
、
冠
水
し
て

泥
が
堆
積
し
た
農
地
の
復

旧
や
人
手
不
足
に
対
す
る

支
援
は
。

町
長
答
弁　

人
命
が
第
一

だ
が
、
家
族
や
地
域
、
自

治
体
み
ん
な
で
災
害
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。

　

農
地
の
支
援
は
、
被
害

調
査
を
し
、
国
の
災
害
復

旧
事
業
の
活
用
と
事
業
に

該
当
し
な
い
農
地
等
へ
の

町
単
独
の
補
助
を
考
え
て

お
り
、
流
木
や
巨
大
ご
み

も
順
次
対
応
し
た
い
。

　

人
手
不
足
は
親
類
や
地

域
の
協
力
で
解
消
す
る
方

も
見
受
け
ら
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
力
も
重
要
だ

と
考
え
る
。

　

災
害
に
対
し
、
自
助
、

共
助
、
公
助
を
強
化
し
、

取
り
組
み
た
い
。

質　

問　

全
国
学
力
テ
ス

ト
の
成
績
を
自
治
体
単
位

で
学
校
別
に
公
表
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
す
る
見
解

が
あ
る
が
、
町
と
町
教
育

委
員
会
の
意
見
は
。

町
長
答
弁　

学
力
テ
ス
ト

は
学
力
の
み
の
評
価
で
あ

り
、
個
人
や
学
校
全
て
の

評
価
基
準
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

教
育
長
答
弁　

全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
、
通
称

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」の
学

校
別
の
結
果
公
表
は
、　
11

月
に
文
部
科
学
大
臣
が
正

式
に
「
教
育
委
員
会
の
判

断
に
ゆ
だ
ね
て
可
能
に
す

る
」
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

町
で
は
、
小
・
中
学
校

の
国
語
と
算
数
（
数
学
）

の
み
実
施
さ
れ
る
学
力
テ

ス
ト
は
、
ほ
ん
の
一
部
の

測
定
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
学
校
長
と
意
見
交
換

し
、
過
度
な
競
争
や
学
校

の
序
列
化
に
な
ら
な
い
よ

う
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

　

少
人
数
の
ク
ラ
ス
の
場

合
、
個
人
の
特
定
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
十
分
に
配

慮
し
た
い
。

質　

問　

工
藤
町
長
が
就

任
以
来
、
町
単
独
で
進
め

る
「
中
学
校
海
外
研
修
事

業
」
や
「
特
色
あ
る
学
校

経
営
事
業
」
の
成
果
は
。

町
長
答
弁　

海
外
研
修

は
、
合
併
以
来
２
４
０
人

の
生
徒
が
参
加
し
、
驚
き

と
感
動
、
体
験
を
通
じ
て

責
任
や
自
覚
、
海
外
と
ふ

る
さ
と
両
方
の
良
さ
を
感

じ
た
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
世
界
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
大
切
に
な

る
と
思
う
た
め
、
継
続
実

施
し
た
い
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

事
業
は
、
町
の
予
算
を
活

用
し
、
学
校
ご
と
に
地
域

特
性
を
活
か
し
た
事
業
を

行
う
も
の
で
、
学
校
と
地

域
の
関
わ
り
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
育
む
効
果
が
得
ら

れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

工
夫
し
な
が
ら
計
画
を

た
て
て
、
実
施
す
る
学
校

を
今
後
も
継
続
し
て
支
援

す
る
こ
と
で
、
質
の
高
い

教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
農
政
改
革

町
の
水
害
対
策

 　矯 一　般　質　問

立花 寛子 議員

全
国
学
力
テ
ス
ト

の
成
績
公
表
に
対

す
る
町
の
見
解

夏堀 文孝 議員

町
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

町
単
独
事
業
の

成
果
は

国
の
農
政
改
革

が
町
の
農
業
に

与
え
る
影
響
は

減
災
対
策
と
農
地

復
旧
へ
の
支
援
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質　

問　

来
日
外
国
人
が

３
カ
月
間
の
ビ
ザ
を
取
得

し
て
入
国
す
れ
ば
、
国
民

健
康
保
険
等
へ
の
加
入
が

可
能
に
な
り
、
児
童
手
当

等
の
支
給
対
象
と
な
る
。

　

そ
の
後
、
再
入
国
手
続

き
を
し
て
帰
国
す
れ
ば
、

向
こ
う
５
年
間
の
海
外
で

受
け
た
医
療
に
対
し
て
自

治
体
負
担
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
法
改
正
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
当
局

の
認
識
と
感
想
、
支
払
い

実
績
の
有
無
を
問
う
。

　

ま
た
、
条
例
に
加
え
運

用
規
則
等
を
定
め
対
処
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
よ

24

り
住
民
基
本
台
帳
法
の
改

正
で
従
来
の
外
国
人
登
録

制
度
が
廃
止
さ
れ
、
外
国

人
も
住
民
登
録
の
対
象
と

な
っ
た
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
以
前
は
̍
年
以
上
の

滞
在
期
間
が
要
件
だ
っ
た

が
、
３
ヶ
月
を
超
え
る
在

留
資
格
を
得
た
場
合
は
、

社
会
保
険
に
加
入
し
な
い

限
り
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
、
児

童
扶
養
手
当
も
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
る
外
国

人
が
対
象
と
な
っ
た
。

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
に
よ
り
再
入
国
の

手
続
き
で
５
年
を
超
え
な

い
範
囲
で
日
本
に
住
所
を

置
き
、
国
保
資
格
を
有
し

て
国
外
に
滞
在
で
き
る
た

め
、
帰
国
後
の
申
請
で
一

部
負
担
以
外
に
負
担
し
た

医
療
費
な
ど
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

町
当
局
の
感
想
は
、
国

保
の
資
格
を
有
す
る
者
は

国
民
、
外
国
人
問
わ
ず
、

相
互
扶
助
の
精
神
に
の
っ

と
り
医
療
給
付
が
同
様
に

取
り
扱
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
医
療
行
為
を

目
的
と
し
て
短
期
滞
在
す

る
者
の
取
り
扱
い
は
、
負

担
の
公
平
性
に
懸
念
が
生

じ
る
。

　

国
は
、
医
療
目
的
で
滞

在
す
る
外
国
人
を
被
保
険

者
と
し
な
い
旨
の
省
令
を

設
け
、
町
も
従
う
。

　

し
か
し
、
町
の
窓
口
で

察
知
し
、
不
適
用
と
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

仮
に
、
不
正
行
為
が
頻

発
す
れ
ば
、
国
保
財
政
に

悪
影
響
が
及
ぶ
が
、
町
で

は
国
外
で
の
医
療
費
に
負

担
し
た
実
績
は
な
い
。

　

基
本
と
し
て
法
律
に
基

づ
く
条
例
、
規
則
等
に
従

い
事
務
処
理
を
進
め
る
。

　

こ
の
問
題
で
は
、
事
務

の
取
扱
要
領
を
定
め
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
町
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
る
部
分

は
検
討
し
た
い
。

質　

問　

大
向
後
渡
地
区

（　

区
町
内
会
）
の
避
難

10道
、
迂
回
道
の
整
備
は
急

務
を
要
す
る
と
考
え
る
が

町
の
対
応
は
。

町
長
答
弁　

大
向
後
渡
の

道
路
は
狭
小
で
あ
る
と
同

時
に
、
馬
淵
川
が
氾
濫
す

る
た
び
に
冠
水
す
る
た

め
、
町
内
会
か
ら
も
避
難

道
路
の
新
設
整
備
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

繰
り
返
さ
れ
る
床
上
・

床
下
浸
水
被
害
の
後
片
付

け
に
も
支
障
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
お
り
、
火
災
や
緊

急
時
の
活
動
が
円
滑
に
で

き
る
よ
う
道
路
整
備
が
急

務
で
あ
る
。

　

現
地
を
確
認
し
、
緊
急

を
要
す
る
道
路
事
業
と
し

て
、
今
議
会
に
測
量
設
計

費
の
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
基
本
設
計

を
完
了
し
、 来
年
度
以
降
、

用
地
測
量
と
用
地
買
収
な

ど
順
次
着
手
し
た
い
。

質　

問　

馬
淵
川
の
洪
水

被
害
世
帯
の
後
片
付
け
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
内
容
や
状
況
は
。

町
長
答
弁　

社
会
福
祉
協

議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
請
を
し
、
具
体
的
な
協

議
を
経
て
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

　

町
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、
県

内
外
か
ら
大
学
生
や
各
種

団
体
、
一
般
住
民
な
ど　
12

団
体
２
５
９
人
の
参
加
を

得
た
。

　

活
動
は
、
被
災
し
た　
63

世
帯
で
宅
地
内
の
汚
泥
排

除
、
家
屋
・
家
具
の
洗
浄

な
ど
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
経
験
を
踏
ま

え
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
を
さ
ら
に
有
効
に

活
か
せ
る
よ
う
、
体
制
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

 　矯 一　般　質　問
大
向
後
渡
地
区

避
難
道
の
整
備

川守田 稔 議員

工藤 正孝 議員

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

度
重
な
る
自
然
災
害
と

　
　
　

町
民
の
不
安
回
避
策ボランティア活動の様子

来
日
外
国
人
に
対
す
る

　
　

公
的
扶
助
、
医
療
負
担

不
正
受
給
の
可

能
性
は
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質　

問　

町
の
児
童
生
徒

数
の
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
答
弁　

表
（
ペ
ー
ジ

下
部
）に
よ
る
。
保
育
園
、

幼
稚
園
は
現
在
の
入
園
率

で
推
計
。

質　

問　

教
育
効
果
や
費

用
、
効
率
を
勘
案
し
、
̍

学
級
の
適
正
人
数
は
。

教
育
長
答
弁　

学
級
編
成

は
県
の
基
準
に
従
い
、
小

学
校
１
年
生
は　

人
以

35

下
、
̎
年
生
以
上
と
中
学

生
は　

人
以
下
。
組
み
合

40

わ
せ
で
基
準
は
異
な
る

が
、
̎
学
級
合
わ
せ
て
̔

人
や　

人
以
下
の
場
合
は

16

複
式
学
級
と
な
る
。

　

児
童
生
徒
の
指
導
や
学

校
経
営
、
複
式
学
級
解
消

の
観
点
か
ら
、
１
学
級　
10

人
以
上
が
望
ま
し
い
。

質　

問　

施
設
、
学
校
の

統
廃
合
が
必
要
と
さ
れ
る

場
合
、
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
。

町
長
答
弁　

今
後
も
児
童

生
徒
数
の
減
少
傾
向
が
続

く
予
想
で
あ
る
。

　

統
廃
合
が
必
要
と
推
測

さ
れ
る
場
合
、
情
報
を
的

確
に
提
供
し
、
学
校
、
保

護
者
、
地
域
住
民
を
主
体

に
十
分
な
期
間
で
合
意
形

成
し
、
適
切
な
期
限
設
定

と
入
念
な
改
修
等
の
計
画

で
進
め
た
い
。

質　

問　

出
産
、
育
児
休

暇
な
ど
産
後
の
職
場
復
帰

の
た
め
、
乳
幼
児
保
育
の

拡
大
と
課
題
は
。

町
長
答
弁　

出
産
後
の
仕

事
復
帰
の
た
め
、
乳
幼
児

の
保
育
希
望
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
一
時
的
な
拡
大

が
必
要
と
な
る
保
育
園
も

考
え
ら
れ
る
。

　

課
題
は
、
保
育
士
の
確

保
と
建
物
の
面
積
要
件
の

確
保
だ
が
、　

月
の
ニ
ー

11

ズ
調
査
を
分
析
し
、
量
的

拡
大
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
全

体
の
充
実
を
図
り
た
い
。

質　

問　

長
期
的
な
視
点

で
課
題
の
検
討
や
今
後
の

子
育
て
の
在
り
方
は
。

町
長
答
弁　

町
の
子
育
て

支
援
は
平
成　

年
度
に
策

22

定
し
た
が
、
国
の
制
度
改

正
で
平
成　

年
度
か
ら
̑

27

年
間
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
　

月
に
設
置
し
た
町
の

10
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

意
見
や
、　

月
に
実
施
し

11

た
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
地
域
に
合
っ
た
計

画
策
定
を
目
指
す
。

質　

問　

幼
保
一
体
化
や

公
設
民
営
化
は
国
内
で
多

く
の
自
治
体
が
取
り
組
む

が
、
具
体
的
な
時
期
や
目

指
す
方
向
性
は
あ
る
か
。

町
長
答
弁　

厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
な
か
、
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
民
営
化
や
｢
こ
ど
も

園
｣
移
行
な
ど
効
率
的
な

施
設
運
営
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
て
き
た
。

　

具
体
的
な
時
期
と
方
向

性
は
平
成　

年
度
内
に
お

26

示
し
で
き
る
よ
う
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

質　

問　

小
学
校
の
英
語

の
授
業
に
つ
い
て
、
町
教

育
委
員
会
の
目
標
は
。

教
育
長
答
弁　

文
部
科
学

省
は
、
英
語
を
平
成　

年
32

ま
で
に
̏
年
生
か
ら
の
正

式
な
教
科
に
格
上
げ
す
る

方
針
だ
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

町
は
、
英
語
教
育
の
重

要
性
か
ら
、
外
国
語
指
導

助
手
̎
名
を
配
置
し
、
幼

稚
園
は
月
̎
回
、
小
学
校

は
週
１
回
、
中
学
校
は
週

̎
回
英
語
に
親
し
む
。

　

町
内
小
学
校
の
校
長
先

生
の
大
半
が
、
早
い
時
期

の
英
語
教
育
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
い
る
。

質　

問　

現
役
世
代
に
劣

ら
な
い
知
識
と
能
力
を
有

す
る
退
職
者
の
活
用
は
。

町
長
答
弁　

町
で
は
、
人

的
財
産
と
し
て
各
種
審
議

会
の
委
員
や
講
師
、
農
業

や
郷
土
芸
能
指
導
な
ど
多

方
面
で
地
域
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
更
に
、
資
格
や

能
力
を
持
つ
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

 　矯 一　般　質　問

年
間
出
生
数
が
１
０
０
人
を
割
る

　
　

町
の
少
子
化
対
策
と
保
育
、
教
育

小
学
校
の
英
語

教
育

根市 　勲 議員

幼
保
一
体
化
と

公
設
民
営

子
育
て
世
代
の

支
援
と
課
題

学
校
の
統
廃
合

１
学
級
の
適
正

人
数
は

児
童
生
徒
数
の

見
通
し
は

長
期
的
な
検
討

退
職
者
の
活
用

町総合振興計画の人口推計による町内児童、
生徒数の見通し　   　　　　　　（単位：人）

中学校小学校幼稚園保育園(平成)

5018584730327年

4037184126132年

3436233422337年

2965323019142年
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質　

問　

①
一
級
河
川
要

望
の
見
通
し
②
河
川
工
事

の
有
効
性
③
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
④
減
災
対
策
⑤

有
事
の
際
の
町
長
・
副
町

長
の
役
割
分
担
は
。

町
長
答
弁　

①
早
期
実
現

に
向
け
努
力
す
る
。

　

②
県
よ
り
、
平
成　

年
27

度
完
了
予
定
の
工
事
で
、

浸
水
戸
数
全
て
を
解
消
す

る
と
説
明
を
受
け
る
。

　

③
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
常
に

見
直
し
、
今
回
の
災
害
も

踏
ま
え
、
迅
速
な
対
応
を

指
示
し
て
い
る
。

　

④
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、
正
確
な
情
報
発
信

に
努
め
る
。

　

⑤
地
方
自
治
法
に
副
町

長
は
町
長
を
補
佐
す
る
こ

と
と
規
定
さ
れ
、
災
害
対

策
基
本
法
及
び
町
の
地
域

防
災
計
画
に
よ
り
町
長
は

本
部
長
、
副
町
長
は
副
本

部
長
と
な
る
。

質　

問　

①　

年
後
の
適

10

正
人
員
②
職
員
合
理
化
計

画
③
職
員
採
用
の
厳
格
化

④
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

計
画
を
示
せ
。

町
長
答
弁　

①
現
在
よ
り

人
口
が
5
千
人
減
少
す
る

と
見
込
ま
れ
た
場
合
、
類

似
団
体
の
一
般
行
政
職
員

数
は
1
2
7
人
と
い
う
試

算
に
な
る
。

　

②
町
独
自
の
事
業
実
施

を
念
頭
に
置
き
、
人
口
に

合
わ
せ
、
適
正
な
配
置
・

採
用
を
心
掛
け
る
。

　

③
県
内
の
統
一
試
験
と

作
文
、
面
接
で
資
質
を
見

極
め
採
用
す
る
。

　

職
員
数
削
減
で
優
秀
な

職
員
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
、
外
国
語
な
ど
の
技

能
・
資
格
を
条
件
と
す
る

採
用
も
実
施
し
て
い
る
。

　

④
県
及
び
東
北
自
治
研

修
所
の
ほ
か
、
自
治
大
学

校
で
の
基
本
研
修
や
、
希

望
・
選
択
制
の
各
種
研
修

に
職
員
を
派
遣
す
る
。

質　

問　

①
奨
励
金
支
給

の
規
程
・
根
拠
②
支
給
す

る
「
そ
の
他
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
事
務
費
」
と
は

③
課
税
対
象
者
の
加
入
率

④
役
員
が
家
庭
を
訪
問
し

て
徴
収
す
る
組
合
数
⑤
平

成　

年
度
の
奨
励
金
合
計

24
額
⑥
奨
励
金
制
度
見
直
し

に
つ
い
て
。

町
長
答
弁　

①
南
部
町
納

税
奨
励
規
程
。

　

②
各
組
合
が
運
営
す
る

う
え
で
必
要
不
可
欠
な
経

費
と
考
え
る
。

　

③
納
税
義
務
者
の　

％
67

が
加
入
し
て
い
る
。

　

④
１
０
０
組
合
中　

組
57

合
。

　

⑤
約
１
千
７
０
０
万

円
。

　

⑥
町
税
等
の　

％
、
組

46

合
納
付
率　

％
の
納
税
組

96

合
は
、
大
き
な
役
割
を
担

う
。
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
て
検
討
し
た
い
。

質　

問　

①
課
税
漏
れ
が

判
明
し
た
時
期
は
②
旧
名

川
、
南
部
の
課
税
漏
れ
の

原
因
③
な
ぜ
調
査
せ
ず
放

置
し
た
か
④
課
税
漏
れ
の

総
額
⑤
再
発
防
止
策
と
責

任
の
所
在
に
つ
い
て
問
う
。

町
長
答
弁　

①
「
課
税
漏

れ
」
で
は
な
く
「
未
評
価

家
屋
」
で
、
合
併
後
の
調

整
事
項
で
あ
っ
た
た
め
、

課
税
根
拠
整
備
の
た
め
の

調
査
及
び
評
価
作
業
を
進

め
て
い
る
。

　

②
本
来
、
所
有
者
が
登

記
す
る
も
の
で
、
旧
̏
町

村
で
判
明
し
て
い
る
。

　

③
合
併
後
に
町
全
域
で

確
認
さ
れ
た
た
め
、
速
や

か
に
取
り
組
ん
だ
。

　

④
約
１
千
万
円
。

　

⑤
所
有
者
に
新
築
等
の

届
け
出
を
お
願
い
し
、
職

員
の
巡
回
も
実
施
し
て
い

る
。

質　

問　

①
組
織
、
職
員

採
用
制
度
改
革
②
組
織
の

統
廃
合
、
新
設
③
人
事
、

定
員
の
削
減
、
経
費
縮
減

④
事
務
事
業
の
縮
小
計
画

⑤
現
在
立
案
中
の
行
政
改

革
の
「
目
玉
」
̏
点
、
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

町
長
答
弁　

合
併
直
後
か

ら
、
各
種
計
画
の
策
定
や

組
織
・
財
政
の
抜
本
的
見

直
し
を
進
め
て
き
た
。

　

①
②
高
度
化
す
る
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

課
の
統
合
、
職
務
兼
任
、

資
格
保
有
職
員
の
採
用
や

退
職
者
の
再
任
用
制
度
を

活
用
し
、
効
率
化
に
努
め

る
。

　

③
勤
務
評
定
と
異
動
希

望
調
査
で
能
力
に
応
じ
た

登
用
と
士
気
高
揚
を
図

り
、
業
務
と
人
員
、
給
与

の
適
正
化
に
努
め
る
。

　

④
公
・
民
の
役
割
分
担

や
効
果
を
、
計
画
、
実
行
、

検
証
、
改
善
の
サ
イ
ク
ル

で
精
査
す
る
。

　

⑤
資
質
向
上
、
意
識
改

革
、
一
体
感
の
醸
成
な

ど
、
職
員
改
革
を
柱
と
し

て
い
る
。

質　

問　

①
法
律
、
県
、

町
の
規
制
②
未
点
検
の
施

設
は
あ
る
か
③
未
点
検
の

場
合
、
今
後
の
対
応
④
福

岡
市
の
事
件
を
受
け
た
町

の
対
応
。

町
長
答
弁　

①
集
会
所
や

学
校
な
ど
建
築
基
準
法
に

よ
り
県
が
点
検
対
象
を
定

め
報
告
を
求
め
る
。

　

②
③
義
務
付
け
施
設
は

全
て
点
検
済
み
で
、
今
後

も
訓
練
な
ど
防
火
対
策
向

上
に
努
め
る
。

　

④
名
川
病
院
で
自
主
点

検
を
実
施
し
た
。

 　矯 一　般　質　問

工藤 久夫 議員

防
火
扉
の
管
理

町
民
の
調
査
を
基
に
問
う

行
政
改
革

納
税
貯
蓄
組
合

職
員
数
適
正
化

馬
淵
川
の
洪
水

固
定
資
産
税
の

課
税
漏
れ
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 　矯 議会活動報告

馬淵川の抜本的な改修を県と国に要望

　議長、副議長、総務企画常任委員長、
産業建設常任委員長が国会議員会館や国
土交通省（東京都千代田区）などを訪ね、
国土交通大臣や幹部職員、県選出の国会
議員に対し、深刻な洪水被害の状況を説
明し、国主導による馬淵川流域の水害対
策について要望しました。

　議長、副議長、産業建設常任委員長が
青森県庁を訪ね、10月８日の第53回臨時
会において全会一致で可決した「抜本的
な馬淵川の河川改修を求める要望決議
書」を三村知事に手渡し、水害対策の加
速を要望するとともに、国による中下流
域一体管理の必要性を確認しました。

県選出国会議員、国土交通省

自由民主党本部における要望活動の様子 三村知事に要望決議書を手渡す坂本議長

（1１月７日）

県知事、県関係機関
（10月18日）

　要望活動は、青森県議会建設委員会
（委員長夏堀浩一県議）や八戸市、三戸
町、田子町、南部町で構成する馬淵川と
ともに生きる期成同盟会（会長工藤祐直
南部町長）に同行したものです。
　活動により、国が今年度予算に３億円
を追加措置する動きを得られましたが、
今後も町と議会が一丸となって馬淵川の
水害対策に取り組んでいきます。

　議員12名が東北地方の河川管理を統
括する国土交通省東北地方整備局（宮城
県仙台市）を訪ね、東北地方整備局長を
はじめ、河川部の幹部職員16名に対し、
洪水被害の深刻さと国管理の必要性を訴
え、支流を含む馬淵川の整備強化を要望
しました。

国土交通省東北地方整備局入口にて 東北地方整備局における要望活動の様子

国土交通省東北地方整備局
（12月11日）
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 　矯 議会活動報告、常任委員会報告

国の政策・方針や議会の運営に関する研修

　議員13名が五戸町議会定例会（五戸町
役場議場）を傍聴しました。
南部町とは手法が異なる「一問一答方式」
の一般質問を傍聴し、今後の議会運営の
参考としました。
　町民の皆さまもぜひ、議会傍聴にお越
しください。

　青森県町村議会議長会が主催する町村
議員研修会（青森市）に議員11名が参加
し、中央大学大学院佐々木信夫教授によ
る道州制（地方分権）の背景や政府の方
針、メリット・デメリットについての講
演を拝聴し、議員個々の政治活動への参
考としました。

議会の運営（活性化）

傍聴の様子（※写真は五戸町議会提供） 研修会の様子

（12月16日）

道州制（地方分権）
（11月20日）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

工
藤　

幸
子

編

集

後

記

　

平
成　

年
第
̍
号
と
な
る

26

今
号
は
、
昨
年
の　

月
定
例
会

12

や
水
害
に
関
す
る
要
望
活
動

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
か
ら
一
ヶ
月
が
経

過
し
、
春
を
呼
び
こ
む
南
部
地

方
え
ん
ぶ
り
の
は
や
し
に
心

弾
む
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
は
言
え
、
寒
さ
が
厳
し
い

時
期
で
す
の
で
、
体
調
管
理
に

は
十
分
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
、
こ
と
し
も
議
会
の

審
議
や
活
動
の
様
子
を
皆
さ

ま
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
の
事
務
事
業
や
課
題
を
調
査
し
、
必
要

に
応
じ
業
務
の
改
善
な
ど
を
提
言
し
ま
す
。

　

今
年
度
内
は
次
の
調
査
を
予
定
し
ま
す
。

町
の
事
業
や
課
題
を
調
査

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

①
消
防
団
活
動
及
び
自
主
防
災
会
の

　
　

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

①
洪
水
被
害
に
関
す
る
河
川
改
修
に

　
　

つ
い
て
（
現
地
調
査
、
検
証
）

　

②
農
業
を
取
り
ま
く
課
題
に
つ
い
て

　
　
（
耕
作
放
棄
地
の
現
状
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

①
学
校
訪
問
（
名
川
中
学
校
）

　

②
町
立
名
川
中
学
校
図
書
室
の
現
状

　
　

に
つ
い
て

名川中学校図書室

堤防の工事（南部地区大向）

消防団の訓練の様子

新
年
度
予
算
の
審
議

を
主
と
す
る
定
例
会

を
、
３
月
初
旬
に
開

会
し
ま
す
。

会
期
日
程
は
、
２
月

下
旬
に
決
定
し
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
議
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

傍聴にお越しください
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９品が入った達者村弁当を
じっくり見入る招待者

彩り鮮やかな料理が完成

　地域おこし協力隊の岩城美果さん（秋田
県能代市出身）が考案した「菊の花漬け」
と名付けた漬物が、 Ｔ －１グランプリ東

つけもの

北ブロック個人の部で見事グランプリに輝
き、２月16日の全国大会に出品します。
　町の郷土料理である菊巻きを初めて味わ
い感動した岩城さんは、食用菊の美味しさ
を全国にＰＲしようと、農家から作り方を
教えてもらいながら、オリジナルの漬物を
完成させました。
　全国大会にむけて岩城さんは「南部町の
美味しい食材を、多くの人に知ってもらえ
たらうれしい」と話していました。
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食用菊に巻く具材はカブ、キュウリ、ニンジンを使い、だし醤油で味付けし
ています㊧／全国大会に出品する菊の花漬けを試作する岩城さん

　名川中学校で12月21日、町の地場産食材などを
使った「達者村弁当」の新メニューのお披露目と、
試食会が行われました。
　これは、キャリア教育推進事業の一環として、町
が三八教育事務所並びに町内関係校や、NPO法人青
森なんぶの達者村と連携して実施したものです。
　剣吉小学校児童の原案を基に、名川中学校の生徒
が21のレシピを考案。その中から名久井農業高校
の生徒が調理した９品が、招待された町内の飲食店
関係者ら約30 人に提供されました。皆さんは、ア
イデアが詰まった料理を味わいながら、商品化や新
たなメニューの参考などにしていました。

達者村弁当新メニューのお披露目会

・ シメジとゴボウの
炊き込みご飯
・ 達者いなり
・ 鮭の三色丼

イカの中華炒めキャベツ包み 長いものスパニッシュオムレツ風
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